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Web3 ウォレットを洞察するための AI による最適化された規格を提供する 
Bluwhale 社への出資に関するお知らせ 

 
 

SBIホールディングス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役会長兼社長：北尾 吉孝、以下

「当社」）は、当社グループが運営するSBI‐Sygnum（シグナム）‐Azimut（アジムット）Digital 
Asset Opportunity Fund（所在地：シンガポール、以下「本ファンド」）を通じて、Web3ウォレッ

トを洞察するためのAIによる最適化された規格を提供するBluwhale（本社：米国、CEO：Han 
Jin、以下「Bluwhale社」）へ出資を行いましたので、お知らせいたします。 

 
SNSの普及が広まるにつれ、利用者が無料で提供してきた個人情報はSNSを運用する企業に莫大

な広告収入をもたらすようになりました。Bluwhale社はAIとブロックチェーン技術を活用し、

Web3ウォレットを保有する個人と企業を円滑に結びつける新たなアプローチを導入しています。

Bluwhale社のAI技術によって、ユーザーのブロックチェーン上の活動情報が抽出され、企業が対象

とするユーザーや潜在的な新規ユーザーを的確に特定できます。ユーザーは自身の情報についてど

の情報を提供し、どの情報を公開しないのかを選択すること可能であり、情報提供の報酬として活

動履歴に応じた最適な製品やサービスの提案を受けると同時に、本来は企業が広告費として使う金

額の一部を受け取ることも可能です。一方、企業はユーザーへ直接メッセージを送ることで簡単に

コンタクトを取ることができ、マーケティング費用の最適化が可能になります。Bluwhale社は従来

のSNSを利用したマス広告モデルから、ブロックチェーンの世界でユーザーと企業とが交流する広

告へと大きな変革を生み出します。 
 
本ファンドは、デジタル資産分野の先駆者である当社グループとSygnum銀行グループの両社が補

完的にもたらすデジタル資産・金融サービス・フィンテック全域にわたる深い専門知識や、アジア

とヨーロッパに跨る両社のネットワークを活用し、両社の子会社である SBI Ven Capital Pte. Ltd.
（本社：シンガポール、代表：林 良輔）とSygnum Pte. Ltd.（本社：シンガポール、代表：Gerald 
Goh）が共同で運用を行い、東南アジアとヨーロッパにてベンチャー投資を行っております。 

 
当社グループは、2016 年の米Ripple社、2017年の米R3社への出資をはじめ、ブロックチェー

ン・暗号資産領域において早い時期から積極的な種まきに注力してまいりました。今後のWeb3の大

きな将来性を確信している当社グループは、引き続きWeb3の実用化を先導し、金融業界の近未来を

切り拓いてまいります。 
 
 
 



                                                    

◆SBI-Sygnum-Azimut Digital Asset Opportunity Fund について 
当ファンドは、2021年シンガポールにて組成され、東南アジアとヨーロッパ地域を中心に、主に

暗号資産、分散型台帳技術（Decentralized Ledger Technology, DLT） インフラ、分散型金融、レ

ギュレーションテックに関連する革新的なテクノロジーを保有する有望なアーリーステージのスタ

ートアップ企業に投資いたします。急成長するデジタル資産業界における、当社、スイスSygnum銀

行、イタリアAzimut各グループの知見とエコシステムを活かして、有望なデジタル資産関連会社の

成長と支援してまいります。 
 
◆SBI グループについて 
1999年創業のSBIグループは、日本におけるインターネット金融サービスのパイオニアとして、

証券、銀行、保険分野を中心にインターネットを通じてより低価格で利便性の高い商品やサービス

を提供する金融サービス事業を運営しているほか、資産運用事業、投資事業、暗号資産事業、次世

代事業をグローバルに展開するインターネット総合金融グループです。 
投資事業においては、米国のRipple社やR3社など世界的に有名なDLT企業に投資実績を持つほ

か、2023年12月末時点で7,675億円の投資残高を保有し、アジアの金融およびテクノロジー業界の

ベンチャー企業の成長と成功を支援してきた実績があります。子会社であるSBI Ven Capitalは、シ

ンガポール金融当局（Monetary Authority of Singapore）より認可を受けた資産管理会社として、

2007年の設立以降、主に東南アジアや南アジアの企業への投資を実施し、2023年12月末現在で6.7
億米ドルの資産を運用しております。 

 
◆Sygnum銀行グループについて 
Sygnum銀行グループは、2019年にスイスの金融当局（Swiss Financial Market Supervisory 

Authority）から銀行免許を付与されたデジタル資産銀行として営業を開始し、またシンガポールに

おいても当局認可を受けた資産管理会社として活動する、デジタル資産のスペシャリストです。近

年のスイスにおけるデジタル資産に関連する数々のベンチャー企業の立ち上げにおいても、重要な

役割を果たしています。 
 
◆Azimut グループについて 
Azimutグループは1989年創業のヨーロッパ有数の資産運用会社であり、Azimut Holdingsは2004 

年よりイタリア証券取引所に上場しています。世界各国に拠点を構え、金融商品の管理・販売を行

っています。 
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本プレスリリースに関するお問い合わせ先：  
SBI ホールディングス株式会社 コーポレート・コミュニケーション部 03-6229-0126 


